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ていません。しかしながら、解釈は変わってきます。
これは毎回、変わるものです。パネルのほうは、さまざまな意見があります。
それはグラントのほうも一緒で、いろいろな意見があります。例えば、このよ
うな分野がいいのではないか？それは時代の流れもあります。
マネジメントの分野で一回、物議を醸したものがありました。論文が秀逸と
のことで、アメリカの学術誌に発表しろとプレッシャーがかかりました。特に
イギリスの政策担当者は、その学問分野の中でアメリカ学術誌への慎重論があっ
たわけです。イギリスのマネジメント研究の質や差別化に対して阻害になり得
るとの懸念を持っていました。しかしながら、この問題に関して、パネルは独
立性を保って判断をしました。ディスカッションをして、審議をして、基準も
見て、評価もしました。外のプレッシャーとは関係なく判断をしたわけです。
聞き手　 基準、手順、判断は研究者の手中にあるわけですか。つまりは、パ
ネルの方が決めるわけですか。
スウィーニー　そうです。
聞き手　つまり、研究者は評価に対してオーナーシップを持っているわけですか。
スウィーニー　 そうです。それで良い成果がたくさん出ます。私が2008年に
提出した資料ですが、パネルからすると新規性がないとのことでした。いい研
究でしたが、彼らの判断ではオリジナル性に欠けていると判断をされました。
それは不幸なことに駄目でした。大学のほうとしても判断をするわけですが、
その研究を続けることにしてくれました。
次のピアレビューのときには、非常に評価が高かったので幸いでした。それ
は投資を続けてくれたからです。パネルは、彼らの意見を持っています。これ
は正しいか悪いかではありません。ピアレビューのパネルがあって、判断をす
るわけです。しかしながら、多くのパネルが意見を言うことは避けたいと思い
ます。 ありがとうございます。
聞き手　さまざまなことを教えていただきまして、ありがとうございました。
